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4．様々な内分泌異常を伴った糖尿病の一例
（内科学第3）鎮目　　学，調　進一郎，鈴木　孝典，増田
　真之，伊藤　禄郎，天谷　明子，稲村　恒明，金澤　真雄，
能登谷洋子，林　　徹
症例：43歳、女性主訴：体重減少経過：H6年6月、体重減少
（54→33kg）認めたたあ近医受診。甲状腺機能元進症と診断さ
れた。抗甲状腺薬内服にてH7年7月以降甲状腺機能は正常に保
たれ、体重も39kgまで回復していた。しかし、H7年10月頃より
口渇出現し、FBS338mg／d1，　HbA、c15．8％を指摘され当院紹介。初
診時尿ケトン体強陽性にて入院となる。検査：入院時、FBS285
mg／dl，TP5．3g／d1以外、末血・生化学検査には大きな異常を認
めなかった。内分泌学的検査ではTSH　2．4μU／m1，　F－T，2．　Opg
／mlと10w　T，症候群を呈していた。また、　GHは4．8ng／m1と高
値を、ACTHは正常範囲だが、コルチゾールは21．5μg／d1と高
値を示し、さらにACTH、コルチゾールはCRH負荷試験にて無反
応であった。以上の内分泌学的異常は血糖コントロールが良
好になり、全身状態が改善された約6ヶ月後にはすべて正常化
した。考察1糖尿病ではインスリンの欠乏や作用不足に伴う糖
代謝異常とともに、様々な内分泌異常を伴うことが知られて
いる。本症例は、各種の内分泌異常と血糖コントロールとが
密接に関連している事を示した興味深い症例と考え報告した。
6．妊娠並びに性周期における血管内皮依存性弛緩反応の変
化
（東京薬科大学第二薬理教室）本多　秀雄，石原　久幸，向
後　博司
　妊娠時に循環動態が変化することはよく知られている。そ
こで、今回我々は妊娠並びに異なる性周期を示すラットを用
いて、norepinephrine収縮胸部大動脈標本におけるacetylch
oline（ACh）による内皮依存性の弛緩反応の変化について検
討した。
　AChによる弛緩反応は妊娠ラットで増強が認められた。ま
た、性周期においては発情前期（PE）、発情後期（DI）及び
発情間期（D、）に比べ発情期　（E）でACHによる弛緩反応の
増強が認められた。AChによる弛緩反応はNO合成阻害剤であ
るNG－nitro－L－arginine　methylester（L－NAME）により消失し
た。
　以上の成績より、内皮依存性弛緩反応は妊娠後期並びにE
において増強することが認められ、これがし－NAMEで消失した
ことより、血管内皮細胞のNOの関与が示唆された。
5，Pregnancy　Associated　Plas皿a　Protein　A（PAPP－A）の生
体内動態に関する研究
（産婦人科学）鈴木　良知，井坂　恵一，高山　雅臣
　Pregnancy　Associated　Plasma　Protein　A（PAPP－A）　tzt　1974
年Linらによってヒト妊婦血清中より分離された分子量200k
Daの高分子量糖蛋白質である。その生物学的活性として免疫
抑制作用が知られており、胎盤絨毛より産生分泌されるPAPP
－Aが虫卵の着床及び発育、妊娠の維持に重要な役割を演じて
いる可能性が示唆されている。今回我々は新たにPAPP－Aに対
する高感度なRIAを開発し、妊婦生体内におけるPAPP－Aの動
態を観察したので報告する。正常母体血清中PAPP－A濃度は妊
娠週評とともに上昇し妊娠40週には601U／1に達した。不全流
産、稽留流産および子宮外妊娠症例においては血清中PAPP－A
濃度は、低値を示した。さらに妊娠8－12週に染色体異常検
索のために繊毛採取が行われDown症候群と診断された13症例
の母体血清中PAPP－A濃度は、正常群に比べ有為に低値を示し
た。これらのことより、PAPP－Aが胎児発育・胎児異常のモニ
タリングの指標として臨床応用される可能性が示唆された。
7．上皮小体機能充進症の術前診断と治療面からみた99mTc－
MIBIシンチグラムの有用性
（外科学第5）小崎　浩一，内山　正美，岩本　　整，浜
耕一郎，久田　義也，松野　直徒，小崎　正巳，長尾　　桓
（八王子核医学）山崎章（八王子放射線科）佐口徹
　上皮小体機能充進症（HPT）に当科では、超音波検査（USG）、
CT、　MRI、核医学的検査（RI）を組み合わせて診断している
が、RIは従来の上皮小体シンチT1－Tcシンチ（Tl－Tc）と最近
有用とされている99m　Tc－MIBI（MIBI）シンチを併用しており、
今回MIBIの有用性を検討した。1993年4月から1996年9月ま
でに血液生化学的検査からHPTと診断した26例（原発性（1－
HPT）：4例、続発性（2－HPT）：22例）で、10例（1－HPT：4例、
2－HPT：6例）に手術が行われた。検査方法はCT　18例、　USG　14
例、MR14例、　T1－Tc26例、　MIBI20例であった。上皮小体を1
腺でも描出できた例はCT　6例（33．3％）、USG　9例（64．3％）
、MRI　2例（50．0％）、Tl－Tc　17例（65．4％）．　MIBI15例（75．
0％）であった。Tl－Tcで描出できなかったが、　MIBIで描出
できた例、並びにTl－Tcでは1～3腺しか描出ができなかっ
たが、MIBIでは全腺描出できた例が20例中12例（60，0％）あっ
た。MIBIの過機能上皮小体の検出率はT1－Tcに比べて良好で
ありHPTの術前診断に有用な方法であると考える。
（2）
